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　フォーカシングの創始者として知られるE．T．ジ
ェンドリン。しかし彼の元来の専攻は現象学的なオリ
エンテーションに立つ哲学であり、しかも十数年前に、
少しばかり心理療法の分野に長居しすぎたとばかりに
哲学研究に専念しはじめ、「プロセスモデル（Process
Model）」と呼ばれる生命現象にかかわる画期的な論考
を展開し始めたばかりか、「エッジで思考する
（Thinking　at　the　Edge）」という実践哲学の学習方法論
を開発し、一人ひとりの人間が自分固有の仕方で哲学
的に思考しつつ生きていく可能性を探求し、新たな地
平を切り開きつつある。
　フォーカシングについてはすでに十分に知れ渡った
し、アン・ワイザー・コーネルやメアリー・ヘンドリ
ックスという弟子たちが、ある意味では自分自身より
もフォーカシングのエッセンスを教えるのがうまい教
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師たちに育っているという安心感があるからか、自分
の手を離れたものとみなしているかのようである。そ
ればかりではない。彼の最近の言動を見ていると、た
とえばワークショップなどでフォーカシングを学び、
そのとき限りの癒しや解放感を得るだけで、人生にお
ける本質的な変化を何も体験していない人々があまり
に多いことに強い苛立ちすら感じているようである。
　では、フォーカシングを学ぶということ、そしてま
たフォーカシングを学んだ心理療法家がそれを臨床に
生かすというごとと、ジェンドリンの哲学的な活動と
は別個に切り離して考えるべきものであろうか。
　否1　私はそ・うは思わな’い。私たちフォーカシング
研究者が今とりくむべきことは、むしろ、フォーカシ
ングの原点ともいうべきジェンドリンの哲学的思考に
踏み入り、そのエッセンスを掴むこと。それにより、
みずからの体験の直接の指し示し（direct　reference）
とその象徴化どいうフォーカシング行為の持つ本質的
な意味を、思考、創造、表現から経済、政治、倫理、
教育、さらには生命の進化といった広大なコンテクス
トにおいて捉え直すこと。そのことと、日々の臨床活
動の中で、具体的にフォーカシングのエッセンスを生
かすということ。しかも、フォーカシングの技法レヴ
ェルの適用にとどまらず、フォーカシングというもの
の持つエッセンス、すなわちそれの人間の生へのかか
わりそのものを心理臨床の随所に活かしていくという
こと。この二つの取り組みの間の往復運動こそが、今、
私たちに求められている課題ではないだろうか。
　昨年、わずか一年の間に、日本では、フォーカシン
グ関係のマニュアルが3冊刊行された。それらの随所
には、フォーカシングのエッセンスがちりばめられて
おり、実践上きわめて有益な示唆もふんだんに盛り込
まれている。多くの人にフォーカシングのよさを（ト
レーナーの力量に大きく左右されることなく）的確に
伝えるには、高品質のマニュアルを作成することがき
わめて効果的であることはたしかである。
　マニュアルは必要なのだ。
　しかし、本研究ではあえて、上述のような理由から、
きわめてマニュァル的ではない仕方で、フォーカシン
グやジェンドリンとかかわっていく。
’それはただ．1、フォーカシングという心理療法技法の、
そしてそれを．開発したジェンドリンの思想の持つ、人
間社会や生命への姿勢それ自体に対するきわめて根源
的な（ラディガルな）革命的な力を、よりじゅうぶん
に開花させ、説得力のある大きなコンテクストにおい
て多くの人に伝えたいと思うからである。
　そしてそのために、私たちは、ただジェンドリンの
心理療法論にとどまることなく、ジェンドリン自身が
切望しているように、彼の哲学思想に踏み入り、その
初期から最近の論考に至るまで変わることなく貫かれ
ている連続面と、微妙にしかし大胆に変化し展開して
いる非連続面との両方に光を当て、さらにその地点か
ら、フォーカシングなるものの心理療法における根源
的な力を改めて問い直していくという、困難な作業に
取り組んでいかなくてはならないのである。
